
「シニアの為のクーバー・コーチング」支援について「シニアの為のクーバー・コーチング」支援について「シニアの為のクーバー・コーチング」支援について「シニアの為のクーバー・コーチング」支援について　日頃の皆様のご理解とご協力の下、医療事業再生機構では社会貢献事業の一環で、「楽しく科学的に」をモットーに、中高年者の健康増進活動を支援しております。スポーツクラブやスクールなどの事業者と提携し、参加者の安心・安全を担保する仕組みや、楽しく継続的な取組みを可能とする知見を提供させて頂きます。また、信頼性や実効性を高めるため、研究機関や関連企業との協業を目指し活動しております。　この度、日本最大の子供向けサッカースクールを展開する株式会社クーバー･コーチング・ジャパン社が主催される、「シニアの為のクーバー・コーチング」コースの開設に向けた活動を支援させて頂く運びとなりました。本件は健常者を対象としたサッカー教室という位置づけですが、サッカー未経験者、運動習慣のない方、女性等を含む、幅広い層を対象としているため、整形外科的トラブルと循環器系疾患によるトラブルなどを防ぐ対策が不可欠です。また、健康状態を良好に保つことはもとより、スクールに参加することで健康への気付きを促し、途中で挫折してしまうことを防ぐ施策も必要と考えます。これらの想定される課題に加え、本コースの開設前に実施するトライアルクラス（オリエンテーション）の状況を踏まえ、より実効性の高い支援プログラムの開発を側面的に支援させて頂きます。サッカーの経験や運動習慣の有無は問いませんので、多くの皆様にご参加頂き、「楽しく科学的に」プロのコーチから指導受け、自らプレーする喜びを体感してください。そして、継続することで技術の向上を計りながら、加齢と共に失われるつつある健康、体力、楽しみ等の活力を取戻す絶好の機会と心得ます。＜中高年者の健康増進活動支援の背景＞　医療や介護にかかる財政負担は増加の一途、公的年金にも期待できない状況は、「健康寿命延伸」という社会的命題をより鮮明にしてきました。また、死に至る直前の 12.68年（女性）、9.13 年（男性）の不本意な時間（平均寿命－健康寿命）を短くできるとするならば、個人にとっても社会にとっても優しいことであります。そのためには何をすべきか、総論では理解していても、個々人の行動に反映させるのは難しいことも事実です。　「わかっちゃいるけどできないよ」を解消させる社会的取組みが必要です。医療機関や行政が注力している介護予防運動（１次~3 次）も、予算的、人的制約から十分に実施できているとはいえません。対象者が自ら行動し持続可能な取組みや仕組みづくりが必要ですし、健康なうちから取組む事（介護予防の対象とならない層に対する施策）も重要です。（ゼロ時予防活動）闇雲に運動を促進させるのではなく、スポーツ科学の見地から、より安全で効果的なカリキュラムやコーチングも必要ですし、楽しくなければ継続できるものではありません。また、適切な栄養（食事）摂取に加え休養や積極的な社会参加の実践も不可欠なことから、個々人の状況にあった総合的な健康教育や運動機会を生涯にわたり提供できるインフラの整備が必要と考えます。究極的には学齢期（義務教育時）に体を動かす楽しさを体得させ、子供から高齢者に至るまで、いつでもどこでも生涯継続して体を動かす機会を提供できる社会を創る必要があると考えます。 　　 2016年 5月吉日特定非営利活動法人　医療事業再生機構


